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シベ リア北東部におけるチュクチの

トナ カ イ 牧 畜 と放 牧 テ リ トリー

池 谷 和 信*

Reindeer Grazing by the Chukchee and Grazing 

     Territory in Northeastern Siberia

Kazunobu IKEYA

   In recent years, there have been many studies conducted by 

cultural anthropologists on changes in reindeer grazing following the 

collapse of the Soviet Union. However, there have been no studies 

about the Chukchee, who live in northeastern Siberia. This paper 
aims to clarify whether changes in reindeer grazing by the Chukchee 

following the collapse of the Soviet Union were unavoidable or not 
and to clarify how the Chukchee adapted to changes in the 

politico-economic system. 
   First, an outline of the central villages that are at the bottom of 

the hierarchy of the state administrative organization and the life in 

reindeer camps run by "brigades" (production groups) is given. Next, 

the system of farm management under state control and adaptation 
by the nomadic Chukchee to this system are discussed. 

  A survey was conducted by the author in the Rytkuchi Village in 

Chaun District of Chukot, an autonomous Russian republic, over a 
34-day period, from October 20 to November 22, 1997. During this 

period, the author spent one week observing the lifestyle of the 
Chukchee at a reindeer camp. In the village, the author collected 

statistical information from the Sovkhoz office and the village office, 
and conducted interviews with Chukchee.
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   The results of the survey are as follows. 

(1) There are housing complexes in the village that are very similar to 
public servants' in Japan. Both Chukchee and Russians live in the 
village, with 65% of the village population being Chukchee. The 
Russians hold most of the jobs in the Sovkhoz and the village offices, 

while most of the Chukchee are involved in reindeer grazing. 

(2) The composition of residents of the reindeer camps is centered 
around family members and relatives. The number of camp 

inhabitants fluctutate due to migration from other camps. The 
migration patterns of camp inhabitants differs in summer and winter. 

In summer, each camp divides into a camp for grazing the reindeer 

and a camp for processing reindeer hides. In winter, all of the camp 
inhabitants move once every one to two weeks using snowmobiles or 

reindeer sleds. The migration routes are usually along the river in the 

upstream direction in summer and to the coastal region in winter. 
There is always one herder watching over the reindeer at all times. 

Two herders take turns to tend the reindeer each day. Dogs are used 

to help with the herding in summer but not in winter. A whistle is 
sometimes used when herding the reindeer. 

(3) Sovkhoz office maintains records on the composition of reindeer 
herds and the number of reindeer. The number of reindeer to be 

slaughtered each year is decided by the Sovkhoz office, and the 

herders receive a cash payment. The costs of reindeer slaughtered in 
rituals and for home consumption are deducted from this cash 

payment. 
(4) Grazing areas have had to be changed because of the eradication 
of reindeer moss due to fire and because reindeer from the herds 

were led away by wild reindeer. Expansion of the grazing land onto 
neighboring farms led to marriage between neighboring settlements 

of  Chukchee. 

   Thus, despite the collapse of the Soviet Union, reindeer grazing 
by the Chukchee has continued under a new system of state 

management. The Chukchee have not only continued grazing reindeer 

but have also adapted to the new environment.

1.は じ め に

　 旧ソ連 の社 会主義体制 の崩壊後 にお ける トナカイ牧 畜 の変容 に関 しては、近年 、イ ギ リ

スや ア メ リカ、 そ して 日本 の文化 人類 学者 に よる研 究 が盛 ん に行 われ て きて い る。例 え

ば、 シベ リアの西部 か ら東部 にか けて、 ヤマル半 島や ギダ ン半 島のネ ネ ツ[MONTAIGNE

1998;吉 田1998]、 サ バ のエ ヴェ ンや ヤ クー ト[VITEBsKY　 1989a,　 b;高 倉1998,1999]、
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カムチ ャツカ半島のコ リヤーク[大 島1998]、 サハ リン北部のウイルタ[KwoN　 1993;

井上1996]な ど、主 として4つ の地域社会の事例 が選ばれてきた。そ してこれ らの研究

では、 トナカイ肉を中心 とす る食文化、 トナカイ飼育の概況や儀礼、牧夫の親族関係や家

畜所有のあ り方などと焦点は異なるけれども、 トナカイ牧畜をささえてきた国営農場の崩

壊のあ との会社組織の形成 、個人所有の トナカイ頭数 の増加などが指摘 されてきた。ま

た、 ヴィデブスキーは、牧畜を家族総出で移動する遊牧(Nomadism)と 牧夫 のみが移

動する生産遊牧(Production　 Nomadism)に わけ、国営農場下のエ ヴェンの牧畜を後者

のタイプに位置づけている[VITEBsKY　 1989;池 谷1993]。

　しかし、上述のよ うな枠組みにおいて、チュクチの トナカイ牧畜の変容をあつかった報

告はみられない1)。そこで、本稿では、従来 の知見に欠 けているチュクチの情報を補充す

ると同時に、ソ連崩壊後におけるロシアの トナカイ牧畜の多様な変容過程 を把握す るため

の枠組みを作 ることを 目的 とす る。具体的には、ソ連崩壊後に、チュクチの トナカイ牧畜

がいかなる変容を余儀な くされたのか否か、あるいは彼 らが政治経済体制の変化に対 して

どのような対応をしてきたのかを明 らかにすることにある。

　この報告では、 ロシア共和国チュコ ト自治管区チ ャウン(Chaun)地 区 レ トクーチ

(Rytkuchi)村2)を 対象にして、村の中心的経済活動である トナカイ牧畜を通 して、ツ ン

ドラの自然 とトナカイ牧畜 との関わ り合いを把握することを目的 とする。 これを通 して、

国家がいかにた くみに トナカイ牧畜民の伝統文化を利用 ・管理 しているのか、そしてこれ

に対するどのような牧畜民の主体的行動がみ られ るのかを明らかにする。

　本稿では、まず、国家の管理システムの末端にある中心村落(以 下、村 と呼ぶ)(第2

章)と 、そ こに管理 されてい るブ リガーダ(Brigade生 産隊)が 展開する場 としての ト

ナカイキャンプ(第3章)の 生活を概観す る。次に、国家の管理のもとでの農場経営(第

4章)と それへの牧畜民の主体的対応(第5章)を 明 らかにす る。

　現地調査は、1997年10月20日 から11月22日 までの34日 間にわたって実施 された。なかで

も、約1週 間は、ブ リガーダNO.2の トナカイ放牧に従事す るキャンプで、チ ュクチの

人々と寝食 をともにして、彼 らの生活をつぶ さに参与観察するよ う努 めた。また、村で

は、元村長の家に住み込みをして、ソフホーズ事務所や村役場での統計資料 の収集、村に

滞在するチュクチへの聞き取 り調査をおこなった。

　さて、チュクチ(Chukchee)は 、ロシア共和国北東部のチュコ ト半島に暮 らす先住民

として知 られている。1989年 の人 口は、約15,000人 を示す[VAKHTIN　 1994:34]。 彼 ら

は、19世 紀後期の主な生業様式を指標 として、 トナカイ牧畜を生業の中心とする トナカイ

チュクチ とセイ ウチやアザ ラシ漁 を生業の中心 とす る海岸チュクチに二分 されていた

[BoGoRAs　 1901]。'し か し現在では、1950年 代に始 まった ソビエ トの社会主義化 のなか

で、国営農揚(以 下、Sovkhozソ フホーズ と呼ぶ)で 働 く国家公務員になっている人が

多い。
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チ ュコ ト自治管 区

ヤ ノラナイ地区
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レ トクーチ村

マガダ ン

ロシア共和国

札幌

図1　 調査地の位置

　チャウン地区は、1990年 にマガダン州か ら分離 して成立 したチュコ ト自治管区(約72k㎡

の面積)の 西北部 に位置する(図1)。1997年 の人 口はおよそ10,800人 で、この うち地区

を管轄する役所がおかれてい るぺベ ック市の人 口は8,000人 を示す[文 化庁のオースキン

氏、私信]。 この地区内には、チ ャウン、ヤノラナイ、アイオンの3つ のソフホーズが存

在 していたが、1995年 にヤノラナイのソフホーズがロシア人とチュクチの24人 から構成さ

れ る会社組織に変化 した3)。ソフホーズの統計資料によると、1997年 における3つ のソフ

ホーズの トナカイ頭数は、それぞれ13,000頭 、2,792頭 、9,664頭 を示 し、チャウンのそれ

が最 も大きいのがわかる。

2.中 心村落での生活

1)村 の概観

　図1は 、 レトクーチ村の位置を示す。この村は、北緯69度 、東経171度 に位置 し、地区

の中心都市ぺベ ックの南に約100km離 れ、北極海 につながるチャウン湾に面 している。 レ

トクーチ とは、チュクチ語で銃の音 を意味 し、ロシア人からはウスチャオンと呼ばれてい
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る。この村は、南北に約240km、 東西に約200kmの 広が りを持つ ソフホーズの一部を占め、

この広大なツン ドラで トナカイの放牧がおこなわれている。

　地形は、川沿いを中心 として表面が凹凸の低地がつづ き、南部には分水嶺 となる山地が

広がる。川沿いには湖が多い。気候では、1996年 の月別の平均気温をみると、最暖月の8

月で14℃ 、最寒月の2月 で一27.5℃ となっている(図2)。 月別 の降水量は、8月 が47㎜

で最大で、1月 が5㎜ で最小を示す。また7月 上旬か ら8月 中旬までは白夜がつづくのに

対 して、12月22日 から1月25日 は一 日中ほぼ真っ暗になる。植生は、灌木や地衣類か らな

るツン ドラでおおわれている。なかでも、ハナゴケは トナカイの食物 として不可欠なもの

である。また、コリマ川の支流域を放牧地 とするブリガーダNO.5に は、高さが2～3m

の木が山すそにまばらにある。これ らは、そ りの素材 として使われる。

　ぺベ ックから村へは、12月 から5月 上旬までの約5カ 月間、海上が凍結 して道路 となる

のでバスや トラックを使って行 くことが可能である。1994年 には、週2回 のバスがあり、

所要は約3時 間であるとい う[呉 人、私信]。 また、7月 末から9月 にかけては、冬用の

発電や暖房に使 う石炭などを運搬す る貨物船が、約14回 にわたってペベ ックか ら村へ行っ

ている。所要は、約6時 間かかる。なお、1997年8月 以来、かつては定期便であった週1

便のヘ リコプターは運行 されていない。

　村長か らの聞きとりによると、1997年10月 現在の村の人 口は493人 を示す(図3)。 この

なかで約110人 が、7つ のブ リガーダに分かれて トナカイキャンプに居住 している。これ

らは、1人 のウクライナ人や2人 のエヴェンやコリヤークを除いてすべてがチュクチであ

る。また、現在の人 口の うちチュクチは323人 で全人 口の約65%を 占め、その他はロシア

図2　 レ トクーチ村の気温の変化(1996年)

　　 気象庁のぺベック支局の統計資料より筆者作成
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図3　 レ トク ー チ 村 の 人 口 推 移

　 　 1959年 の人 口は 、 ゲ ウ トア さん の 推 定 に よ る。

　 　 1988年 の人 口は 、NHK取 材 班 他[1989:12]に よ る。

人、ウクライナ人などである。 さらに、現在の村長がこの村にやってきた1970年 頃の人 口

が1,000人 で ピークに達 していたこと、1988年 の人口が890人 を示 したことから、1988年 か

ら1997年 までの10年 間に約400人 の人 口が減少 したことがわかる。

　村には、国家が所有する2階 建てか平屋の集合住宅のほかに(写 真1)、 学校、幼稚園、

病院、村役場、ソフホーズ事務所、火力発電所、 ソフホーズが経営する雑貨屋、サウナ付

き公衆浴場、図書室などがある(図4)1}。 集合住宅には194戸 がはいっている。ここ数年、

ロシア人を中心 とする白人の村外への流出にともない空室が増えたことによって5)、チュ

クチがそのあ とに入居する事例が多 くみ られる。このため、一年のほ とん どを トナカイ

キャンプで生活するチュクチであっても、村内に部屋を借 りている。また各部屋には、暖

房のためのパイプ管が通 り、電気 コンロのついた台所やカラーテ レビ、冷蔵庫などがおか

れている。これ らの近代的な施設は、冬期には氷を溶かして水を入手した り、しば しば停

電になることを除いて、筆者が生活 している日本の公務員住宅 とほ とんど変わ りがない。

　村での就業状況をみてみよう。村長、ソフホーズ長、校長、医師や看護婦などは、すべ

て ロシア人が担っている。チュクチは、村役場の会計事務に3名 、チュクチ語を教える先

生が1名 のほか、郵便局、文化局な どに2～3名 いる程度である6)Sl。最近、絵画や音楽、

そ してチュクチの伝統工芸を教える文化芸術学校がつ くられ、そこに勤める人もいる。こ

れ らに対 して、ツン ドラで トナカイ牧畜に従事す る人々は、1人 のウクライナ人を除いて

すべてがチュクチである。

　一般に、 ロシア国内では、6歳 か ら16歳 までの11年 間にわた り学校へ行くことが義務づ

けられている。この村の学校の生徒数は合計で118人 を示 し、この うち70人 は学校に隣接

する寄宿舎で生活する8)。また、幼稚園児は48人 いる。地区では、村の寄宿舎の子供を ト
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写真1　 中心村落のレトクーチ村。

　　　 く立ち並ぶ。

2階 建ての集合住宅が規則正 し

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 図4　 レ トク ー チ 村 の 建 物 の 配 置

1集 合 住 宅(194世 帯 分)、2文 化 局 、3博 物館 、4図 書 室 、5消 防 施 設 、6雑 貨 屋 、7店 の倉 庫 、

8気 象 観 測 所 、9学 校 、10学 生 寮 、11病 院、12幼 稚 園 ・保 育 所 、13服 製 造 工 場(1992年 閉 鎖)、14倉 庫 、

15元 は独 身 者 の住 居 、16公 衆 浴 場 、17袋 角の 加 工 場 、18年 金 者 の ホ ー ム 、19ス ノー モー ビル 用 の 倉庫 、

20ソ フ ホー ズ 事務 所 、21村 役 場 、22ソ フホ ー ズ用 の倉 庫 、23暖 房施 設、24火 力 発 電 所 、25ヘ リポー ト
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ナ カイ キャンプに送 り迎 えす るサ ー ビス を してい た。 学校が6月1日 か ら8月31日 ま で夏

休み期 間なので、6月 初 めに多 くの子供 は地 区のヘ リコプター で家族 の住む トナ カイ キャ ン

プへ行 く。平年 では、8月 末 にヘ リコプ ター を使 い、2回 にわ けて7カ 所 のブ リガー ダか

ら子供 を村へ運 ぶ とい われ る。 しか し、1997年11月7日 現在 、地 区の財政難 に よってヘ リ

コプター による輸 送が確保 で きないため に、11名 の 子供 がキ ャンプか ら学校 に戻れない状

態 であった。

　村 の雑貨屋 で は、パ ン(1斤18,300ル ー ブル[約360円])、 砂 糖(1kg33,000ル ー ブル

[約600円])、 タバ コ(1箱5,000ル ー ブル[約100円])、 小 麦粉な どが販 売 され てい る。 な

お、1992年 に は、村 内 に宿 泊所が あ り、週 に2回 映画 が上 映 されて いた とい う。

2)村 の 歴史(1930年 頃 一1997年)

　 チ ャ ウン地 区の中心地ぺベ ックには、1929年 か らロシア人 が住む よ うにな った といわれ

る[NHK取 材 班 他1989:10]。 そ の後1932年 に は、文化 基地(ク ス トバ ーザ)と してペ

ベ ックに集 合住宅 が建設 され る9)。

　 これ らペベ ックでの最初 の ロシア人 とレ トクー チ村 の ロシア人 との関係 は 明 らかではな

いが、村 の博物館 の資料 による と、1930年 ご ろには村 は な く、 ロシア人猟 師 のマル コフ氏

兄弟 が住 んでい た とい う。彼 らは1920年 代 の終わ りに来 た とい うが、 どこか ら来 たのか は

不 明で ある。1931-32年 に 、 ロシア科学 ア カデ ミー の鳥 類研 究所 の あ った所 に村 がで き

る。1933-34年 に は、村が現在 の場所 に移 り、学校や 学生寮や パ ン工場 がで きる。

　 1939年 に は、 人 口のセ ンサ スが お こなわれ る。1940年 に 、 最初 の コル ホーズ がっ く ら

れ 、マル コフ氏 がその責任者 とな る。1941年 に 、 モス クワか ら学校の先 生が来 た り、文化

局や診療所 がで きる。1957年 に 、 ソフホーズがつ くられ、 ゲウ トアの夫 がその責任者 とな

る。1959年 に は、人 口約80人 の うち大部 分を ロシア人が 占め、チ ュクチ は少ない。1965年

に は12の ブ リガー ダが あ り、 各 々に万能 走行 車(ヴ ェズ ジェ フォー ト)と トラ クターが

あ った。 この年 に ソフホーズ で所 有 していた船 が廃船 とな る。1969年 に ツ ン ドラでの火事

が ある。1980年 に 、ゲ ウ トアは、文化局 の仕 事 としてツ ン ドラのチ ュクチに映画 を見せな

が ら、村内 で工 芸品 を作 り始 める。そ のこ とが実 って、1986年 に 村 に博 物館 がつ くられ る。

3.ト ナ カイ キ ャ ン プで の生 活 一 ブ リガー ダNO.2の 事例 一

　村の背後には広大なツン ドラが広がり、 トナカイ牧畜が展開す る。このソフホーズには

7つ のブ リガーダがあるが、筆者の滞在 したブリガーダNO.2(以 下NO.2と する)の ト

ナカイキャンプの生活に焦点をあてて記述する(写 真2)。
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写真2　 ブ リガーダNO.2の トナカイキャンプ。冬用のロシア式

　　　テ ントは、 トナカイ皮製である。料理は小屋の入 口の外で

　　　作 られ る。

1)衣 食 住

　 ツン ドラの キャ ンプで の衣 ・食 ・住 には、 トナカイ を中心 とす るチ ュクチの文化が よ く

反映 してい る。 まず 、冬用 の衣服 は トナカイ の皮 か ら作 られ る。A(ア ン トヌ フン)の も

の は3枚 の皮か らな り、糸 は ロシア製 の ものが使 われ る。

　食 では、 トナ カイ の 肉を煮 た りゆでた りす る料 理が 中心で あるが、村で作 られ た四角形

のパ ンが あれ ば食 べ られ る。1997年10月27日 に 、食 用の ため に2頭 の トナ カイ を殺 した。

また、 その 日には、イ ワン氏が村 の ソフホー ズの店か ら前借 りした10数 個 のパ ンがお かれ

てい た。10月29日 、Aが63匹 の コマイ"ハ ー リウス"を 釣 りあげ たが、魚 は副食 と して欠

かせ ない。

　女性 が料理 を作 る。小屋 の外側 に長 さ1.5m余 りの3本 の棒 でや ぐらをたて、 そ こか ら

鍋がつ る され る(写 真2)。 肉 は、石 お のをつか って細 か くされ る。

　犬 は、Aの テ ン トに は5匹 、隣のBの テ ン トには5匹 いる。犬 は猟 犬で はな く、夏 に牧

夫 の手伝 い をす る。 冬 の 日中は、 小屋 の外 で足 首 をひ もに しば りつ け られ、 午後5時 こ

ろ、4匹 の犬が入 口のテ ン トのなか に入 れ られ 、 も う1匹 は内のテ ン ト内 で ロープ にっ な

がれ ている(写 真3)。 犬 は、雌犬 では子供 を産む ので、すべ て雄 犬 である。

　冬 の間住居 となるテ ン トが、川 岸 の内側 で凍 り付 いた川底 の うえ に建 て られ る。 冬は、

ロシア式テ ン ト(写 真2)、 夏 は円錐 型ハ ッ ト"ヤ ラ ンガ"が 使 われ る。1972年 に 円錐型

ハ ッ トか らロシア式 テ ン トに変わ った ことに ともない、 だ るまス トーブが導入 され る。 し

か し、ブ リガー ダNO.9(以 下 、　NO.9と す る)で は、現在 でも、 ロシア式テ ン トと円錐

9
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写真3　 テ ントのなかは2つ に仕切 られ

　　　ているが、入 口か らみて奥の部屋。

　　　そこで、チュクチは食事をとり寝

　　　る。青年の服、ズボン、クツはす

　　　べて トナカイの皮製である。犬は、

　　　夏のあいだ、青年の放牧用に使わ

　　　れる。

型ハ ッ トとの組み 合わせ にな ってい る。夜は、 ケ ロシ ンランプが使われ てい る(写 真3)。

2)集 団 構成

　 NO.2の 人 口は17名 で 、1名 のエ ヴ ェン(A)を 除 い てす べて チ ュ クチ で ある。 図5

は 、NO.2の キ ャ ンプ構 成員 の家 系図 を示 してい る。　NO.2に は 、3つ のテ ン トがあ り、

A(ア ン トヌ フ ン)、B(ト レーセイ ウエ)、　 C(イ ワ ン)の3世 帯 、それ ぞれ5人 、6

人 、6人 で、合計17人 が 生活 してい る。 この うちCの2人 の子供 は村 の学校 へ通 ってい る

ので 、6月 か ら8,月 の 夏休み の期間 を除いては キャ ンプ には滞在 して いない。A、 　B、　 C

の3世 帯 は、Aの 妻 の弟 がCで 、　Aの 子 供 がBの 妻 とい うよ うに、お 互 いが血縁 関係 に

よって結 ばれ てい る。 また、血縁 のない若者 の男性 が3人 い る。 トー ノーはNO.4の トナ

カイ を失 って しまったの で、そ こか ら義 父で ある故セ レー ゲエー ノブ と ともに移籍 した。

ワ レー リアは死 亡 した母 がかつて このNO.2に い た こ と、 ワー シャは元 こ こにい た故 セル

ゲ ビチ の子供で ある ことによってい る。
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図5　 ブ リガー ダNO.2の 構 成員 の家系 図

　　 ▲ブリガーダ長の経験者[:コ は3軒 のテントに対応する。

　　 ()内 は、ソフホーズ事務所の資料による出生年を示す。

　 キ ャ ンプの成 員の年 齢 をみ る と、6歳 、3歳 、7ヶ 月 とい う10歳 以 下 の子供 が3人 い

て、10代 は まった くいないが 、20代 、30代 の 男性 がい る。彼 らは、村 の学校 を卒業 後、2

年 間の兵役 の義務で 、マガ ダンや サハ リン、ア ムール 地域 での勤務 を終 えた後 に、キ ャン

プに戻 って きて い る。近 年 、 この キ ャ ンプで は、2人 の老 人 が死 亡 して い る[呉 人 私

信]。1996年4月 に コー ラウエ(ト ナ カイ を飼 う人の意味)、8月 にセ レーゲエー ノブで あ

る。 また 、Bは 、1991年 にNO.10で 働 いて いた ので、妻 のユー リャ もNO.10に い た。彼 ら

は、1992年 に 、妻の両親 のい るNO.2に 移 籍す る。

　 NO.2に は 、 ソフホーズ に よって任命 され た1人 の ブ リガー ダ長 がい る。 現在 はCで 、

その前はA、 さらにそ の前はAの 妻の母親 の夫 コー ラ ウエ であ った。Aに は4人 の子 供が

いる(図5)。 こ の うち長 男 の ローマ のみ が村 住 まいで あ る。彼 は、1994年 以 来、結 婚 を

機 会に村 に住 む よ うにな った。彼 は、 キャ ンプ の親族 の手助 けをす るこ とが よ くある。例

えば、1997年11,月1日 、彼 は村 か らス ノー モー ビル を使 って キ ャンプを訪 れ、彼 の妹 とそ

の3人 の子供 を村 に連れ て行 った。7ヵ 月 の乳飲み子 の体調 が良 くな く、村の病 院へ行 く

ためで ある。 この よ うにキ ャンプ と村 との間に、親族 関係 を通 じて の相 互の行 き来 がみ ら

れ た。

3)移 動 形態

　 チ ュクチは 、一年 を7つ の季節 に分 けてい る[呉 人 、私信]。3月 下旬か ら4月 まで の

子 トナカ イ の出産 期"ウ ル オ ン"、5月 か ら6月 中の雪 が解 け蚊 が い ない時期"ケ ッ ト

ケ ッ ト"、6月 中か ら8月 末 の蚊 の出 る時期"エ ーテ ン"、9月 の時期 、10月 か ら11月 の 雪

が降 る時期"ウ ッ トハ ン"、12月 の 太 陽が沈 む 時期 、1～2月 の太 陽 が昇 る時期 であ る。
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これ らの季節の区分に応 じて、キャンプの移動形態が変わ り、4月 下旬、8月 下旬、1月

下旬の3回 にわた り、彼 らの儀礼がおこなわれる。

　 6月 初めに、年寄 りと若者が分かれ る。年寄 りは円錐型ハッ トに住み、冬服を製作 した

り魚 とりに精 を出す。若者は ロシア式テ ン トに住む。各群には、彼 らの荷物を運ぶため

に、 ロシア人やチュクチが運転する1台 の万能走行車がつ く。かつて、人が荷物を背負っ

て運搬 した という。4月 下旬に、出産の儀礼が行われる。8月 下旬に、放牧キャンプにい

た青年が夏の本拠地にもどってきて、4月 に生まれた子 トナカイを草の上で殺す儀礼が行

われる。一家族当た り3～5頭 を殺す。この際に殺した トナカイの代金は、給与から差 し

図6　 ブ リガー ダNO.2に お け る トナ カイ 牧畜の移動ル ー ト

　　　　　　　　　　　　　　　　 (1995年 夏 か ら1997年 冬 まで)

　　E、F、Gは 直接観察による。それ以外は、20万分 の1の地図を使用した トーノー氏への

　　聞き取 り調査から復元したもの。これは、図9の2に 対応する。
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引かれている点に注意 しよう。10月 に、年寄 りと若者は合流する。

　 図6は 、1995年8月 から1997年10月 までにおけるNO.2の キャンプ地の移動を示す。年

間の移動形態は、ツン ドラが積雪におおわれて運搬用のそ りの使える冬季 と、それ以外の

時期 とで大きく異なっている。まず、冬季は、キャンプの成員全体が集 まり、いっしょに

移動を繰 り返す。 これに対 して、夏季では、 トナカイ群の管理に従事す る男性若者のキャ

ンプ地 と、 トナカイの毛皮加工をする年長者や女性 の定住キャンプ地 とに二分 される。

　 図6よ り、1995年 の夏の本拠地はレトー川の中流沿いに立地 していたが、1996年 と1997

年のそれはオムロイカイ川 中流沿いに変わっていることが明らかである。そ して、1995

年、1996年 の冬季は、オムロイカイ川沿いを下って海の近 くまで接近 してか ら1°)、夏の本

拠地に戻 るような経路 となってい る。 トナカイの出産地の確認されてい る1996年4月 に

は、チャウン湾か らの北風 を防いで くれ るゲー トヒン山の南側でお こなわれた(図6参

照)。 また、1回 当た りは、6～20km以 上 と異なるが、10回 以上のキャンプの移動を繰 り

返すことになる。これに対 して、男性若者のみの夏期 の移動は、1995年 には川の上流側に

対 して、1996年 、1997年 には川の下流側で大きく異なっている。つまり、約2年 間の移動

形態よ り約2,500頭 の トナカイを維持できるブ リガーダの放牧地は、 レトー川か らオム ロ

イカイ川の問に至る範囲であることが明らかになった。

　 1997年10月 の移動状況 を詳 しく見ると、10月 上旬に川や湖が凍るとそ りでの移動が可能

になるので、放牧集団が夏の本拠地の集団と合流す る。まず、本拠地からE地 点へ移動 し

た。この際には、ブリガーダ長Cが 有給休暇にはいっていたので、年長者のAが 移動地を

選択している。10月29日 のE地 点では、凍 り付いたオム ロイカイ川の内に隣接する2つ の

小屋、そこか ら約7km離 れた夏キャンプ地に立地する1つ の小屋の2ヵ 所に分かれてい

た。次に、10月30日 にE地 点か ら約7km離 れたF地 点へ移動 した。さらに、11月3日 にF

地点か らプチェエル川沿いのG地 点へ移動 している。いずれ も、キャンプ地は、川沿いに

決められている。これは、川岸のたき木や氷 を砕いて水を利用するのに便利であるためと

考えられ る。また、E地 点からF地 点への移動の前 日(10月29日)、 トナカイの採食地が

キャンプよ り遠 くなったか ら牧夫(ア ローシャ)の 帰 りが午後9時40分 と遅かった。この

ことから、キャンプから放牧地までの距離がキャンプの移動 を決定 していると考えられる。

　移動の時期や放牧地の選定は、ブ リガーダ長Cに よって決め られる。彼の不在時にはA

である。冬期の移動の間、夏用の円錐型ハ ッ トを構成するテントやポールは夏の本拠地に

おかれる。

　キャンプ地の移動には、キャンプの若者であるアローシャとアン ドレーのスノーモービ

ルが使われる。10月30日 の移動には、有給休暇に入っているCも 手伝いにきた。約一時間

半で家屋の解体は終わ り、人を乗せて次のキャンプ地 まではスノーモービルで約26分 で

あった。なお、1995年 まではガソリンがなかったので、 トナカイでそ りをひいていた とい

うが、ここには駄獣 トナカイ もいて、いつでも トナカイぞ りを使用で きる。現在でも、
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NO.3、 　NO.8、 　NO.9は 、 トナ カイぞ りを使 ってい る。新 しい移住地 で は、 まず地 面の

雪 を払 って土 をだす 。次 に、ポール を建 て、 ロシア式テ ン トをたてて い く。

　 以上 のよ うに、キ ャンプの移 動形態 は冬期 とそれ 以外 では異な ってい るが、毎年移 動す

るルー トや範 囲 がほぼ決 まってい るこ とが明 らか にな った。 また、 トナ カイ牧畜 のツ ン ド

ラへの影響 と して、 トナカイ の放 牧 による植 生へ のイ ンパ ク トが大 きい ので あるが、人の

側 も トナ カイの採食 が十分 できな くなる と、 キャ ンプの移動 を繰 り返 して 自然 とのバ ラン

スを保 とうとす る。 これが 、環境 に対 して保全的 か破 壊的か を判 断す る ことは難 しい1')。

4)ト ナ カイの管理 技術

　 トナカイ には 、牽 引用のた めにチ ュクチが 自分 の所 有物 と意識 した もの もあ るが、 ソフ

ホーズ事務所 で はす べて を国有 と認知 してい る。

　 トナ カイ の放牧 では、午前8時 か ら午後8時 まで とそれ以外 とにわ けて、約12時 間 ご と

に牧夫 が交代す るこ とになってい る(表1)。 こ のた め、10月28日 に トー ノー が、 トナカ

イキ ャンプを午後6時50分 に 出発 して午前8時40分 に帰 って きてい る。牧夫 は、銃 、投 げ

縄 、双眼鏡 、ナイ フ、 ランプ、お茶 を沸 かせ るコン ロな どをもって出か ける。なお 、冬に

は トナカイ がお とな しいので使 わない が、夏には ブー メランのよ うな トナ カイ を追 い払 う

もの"ウ ッスキ トレン"を 用い る とい う。

　 トナカイ は、夏 には灌木の葉や キ ノコ、冬には雪 を掘 り起 こ して地衣類 を採 食す る。 ト

ナカイ は、ツ ン ドラで分散 して採食 す るが、腰 をお ろ して休息す る こ ともあ る。牧夫 は ト

ナカイの動 きに あわせ て、時 には トナカイ をキ ャンプに誘導す る。 トナ カイ に とっての一

番 の外敵 は、オオ カ ミであ る。 オオカ ミが トナカイ の群れ に近づ くと、牧夫 が銃で警 告を

与え る。

　 NO.2で は 、3つ のテ ン トに分れて住 む6人 の牧 夫が 、冬の あい だは1人 ず つの まわ り

当番 とな って い る(表1)。 例 えば、10月28日 昼 と29日 夜 が ワー シ ャ、30日 夜 と31日 夜 が

ワ レー ラ とい うよ うに2日 連続 して従事 してい るよ うに、そ の順番 に規則性 が あるわけで

表1　 トナカイ放牧の当番名

昼 夜

1998.　 10.　 27 ア ロー シ ヤ トレー セ イ ウエ 2頭 屠殺

10.28 ワー シ ヤ トー ノ ー

10.29 ア ロー シ ヤ ワー シ ヤ

10.30 トレーセ イ ウエ ワ レー フ キャンプの移動

10.31 なし ワ レー ラ 4頭 屠殺

11.　 1 ア ン ドレー トー ノ ー

ブ リガー ダNO.2の トナ カ イ キ ャ ンプ での 観 察 に よ る。
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写真4　 約2,500頭 の トナカイ を放牧する牧夫。オム ロイカイ川沿

　　　いの放牧地にて。

はない。 この メンバ ー に入 ってい るブ リガー ダ長Cは 、90日 間 にわたる2年 分 の有給休暇

の際 中であった ので、見張 りには参加 してい ない。 また 、年長 者Aは 、 トナ カイ を捕獲す

るこ とはあ るが、 この見張 りの仕 事 は してい ない。

　冬 は、 トナ カイ群 がお とな しいので 、1人 の牧夫 が従事す る(写 真4)。 ま た 、夏の ト

ナ カイの放牧 には犬 を使 用す るが 、冬 の放 牧 には犬 を使 わない。NO.2に は 、2,568頭 の

トナ カイが い る(表2)。 牧 夫 た ちは、 これ ら トナカイ の数 を知 らず 、 ブ リガー ダ長 のC

が 種 オスの数な どをす べて知 ってい る。 これ は、彼 が定期 的に数 えて、 ソフホー ズ事務所

表2　 1997年10月 におけるブリガーダ別の トナカイ群の構成

　　　 ブリガーダのNo.

トナカイの種類

出産可能なメス

1歳 半のメス

6ヵ 月 の子

1歳 半のオス

2歳 半のオス

種オス

去勢オス

合　計

1 2 3 5 8 9 10

454　 　　　1,008 479 965　 　　　235　 　　　1,483　 　　　393

148 247 100 61 18 328 89

341 704 315 507 19　 　　　1,013　 　　250

132 319 117 79 12 360　 　 116

1 53 57 73 6 49 19

55 78 60 95 35 302 1

321 159 353 436 45 662 6

1,452　 　　　2,568　 　　　1,481　 　　 2,216　 　　　370　 　　　4,197　 　　　874

ソフホーズの統計資料より作成。例えばブ リガーダNO.2で は、1997年10月25日 に、ソフホーズの

役人とブリガーダ長のイワン氏によって、 トナカイの種類別頭数が数えられた。

　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 15



池谷 　シベ リア北東部 におけるチュ クチの トナ カイ牧畜 と放 牧テ リ トリー

写真5　 首に鈴をつけた トナカイ

に連絡 しているからである。牧夫が国家に管理 されているのがよくわかる。

　放牧の際に、先頭 を歩 くトナカイは特に決まっていない。 トナカイは、冬の間は トナカ

イゴケを求めて動いてい く。 トナカイは、すべての草がなくなるまで採食せずに、適当に

採食 したら移動す る。 しかし、草が少なくなると、 トナカイがあちらこちらと動いて落ち

着かなくなるという。また、人が唇をププとならして トナカイにパンを与えると、 トナカ

イは近づいて くる。つまり、一部の トナカイは人づけされている。

　数頭の トナカイの首には鈴がついている(写 真5)。 これ は、 トナカイの存在 を知 らせ

る役割を持つ。牧夫のかけ声である"ヘ イ、ヘイ"は 右へ行け、"ハ ァ、ハ ァ"は 左へ行

けを示す。 トナカイの後ろに回 り込めば、まっす ぐ進む。また、牧夫によって音色は異な

るが、 口笛を吹 くと拡散 していた トナカイ群がいっせいに凝集す る。さらに、去勢は5月

初めか8月 末か ら9月 初めまでにお こなわれ、NO.2に は159頭 の去勢オスがい る(表

4)0

　 トナカイは、牧夫に誘導 され ることがなければ、平素はキャンプに戻ってくることはな

い。キャンプか ら離れた所で、放牧されている。放牧中に トナカイ同士が角をか らませて

けんかした際や、屠殺のために牧夫が トナカイを捕獲す る際には、投げ縄が欠かせない。

3人 の男性がおのおの投げ縄を持って、お互い並んで トナカイの群 に近づ く(写 真6)。

どの トナカイにしぼるのかは、3人 が小声で話をする。人が走 り出 して、縄を上にあげて

トナカイに近づ く。 トナカイは走る。人は角を狙って投げる。 うまく角にかかわると、 ト

ナカイ との綱引きが始まる。結局、人が トナカイの方に近づき、 トナカイを捕獲する。

　10月31日 には、4頭 の トナカイが解体 された(写 真7)。 その内訳は、10歳 のオス、5

歳のメス、2歳 のオス、3～4歳 のメスである。この うち2頭 分の肉は、キャンプで自家
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消費されて、残 りは村に運ばれた。

　以上のように、牧夫は夏 と冬との トナカイの生態の違いに応 じて、犬や道具の使用の有

無を変え、また トナカイ群のなかのものに鈴をつけた り去勢 した りすることをとお して、

2,000頭 以上が集まる トナカイ群を管理する技術を持っている。

写真6　 トナカイを捕獲するために投げ縄をつか う牧夫。彼は、元

　　　ブリガーダ長である。

写真7　 ブ リガーダNO.2に て トナカイを屠殺す るチュクチの女

　　 性。

17



池谷 　シベ リア北東部 におけ るチュ クチの トナ カイ牧 畜 と放 牧テ リ トリー

4.農 場経 営か らみた トナカイ牧畜

　対象 とす る ソフホーズ では、経済 的付加 価値 の高い ものが注 目され、 トナカイ牧 畜だ け

で はな く、ペベ ックへ の魚 の販売 に よって も収益 を得てい る。村 内で は、10人 近 くが魚 を

獲 り販 売 してい る。例 えば村 に住む ローマ は、3tの サ ケを ソフホーズ に販 売 し、月当た

り2,000,000ル ー ブル(約40,000円)を 得 てい る。彼 以外 は、すべ て ロシア人 で あった。

1)ト ナカイ頭数の変化 と経営戦略

　国家公務員 としてのチュクチの特性をいか して農場経営を維持するためには、収益の増

大につながる トナカイの頭数の増加が不可欠になっている。

　すでに前章で述べたように、すべての牧夫が トナカイ群の構成を知るわけではない。ソ

フホーズが、経営の維持 と向上のために農場内のすべての トナカイの頭数や性別を掌握し

ている。3月 末から4月 初め、5月 、10月 、12月 の年4回 にわた り、統計担 当者が村か ら

ツン ドラを訪れ、各ブ リガーダ別の トナカイ頭数を数えている。 これ らのデータをもと

に、その年の各ブ リガーダ別の屠殺頭数が割 り当てられている。また、ブリガーダ長が毎

月頭数を数えてソフホーズ事務所に伝えている。これにより、住民による屠殺頭数を把握

す ることで、その代金が賃金から引かれることになる。例えば、食料用 として1頭 の トナ

カイを殺す と1,500,000ル ーブル(約30,000円)引 かれる。

　 レ トクーチ村が所属するソフホーズにおける トナカイ頭数は、10,000頭 から30,000頭 の

あいだを示 し、年変動が大 きい(図7)。1980年 には約27,000頭 であったのが、1985年 に

は約12,000頭 に激減 している。その後、わずか5年 後の1990年 には約25,000頭 に回復 し、

図7　 レトクーチ国営農場の トナカイ頭数の年変動

　　　 ソフホーズの統計資料より作成
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そ の後減 少の方 向を歩ん でい る。 このなか の減 少 は、次 章で述べ る よ うに、家 畜 トナ カイ

の群 に野生 トナ カイが合流 す る事 に よって家畜 トナ カイ が野生化 した り、冬 の雨で雪 が解

けて氷 が張 り、 トナカイ が草 を食 べ られ な くな って死 亡 した り、オ オカ ミの被 害 によ る。

また、増加 は トナ カイ の 自然 繁殖 によ る。

　表4は 、 ブ リガ ー ダ別 の トナ カイ群 の構成 を示 す。No.9の 頭 数 が4,199頭 で 、 このな

か で最大数 の トナカイ を所有 して い る。例 えば、NO.2で は 、1,008頭 の 出産可能 な メス

がい て、6ヶ 月 の子 で示 され るよ うに704頭 の トナカイ が生 まれて い る(表2)。 つ ま り、

約2,599頭 の群 で、毎年 約700頭 の 増加 が あるので、 トナカイ群 には35%の 自然 増加 分 があ

る とみて とれ る。 また、 この群 には、1歳 半 のオ スが319頭 、2歳 半 のオ スが53頭 、 種 オ

ス が78頭 、 去 勢オ スが159頭 含 まれ てい る。 しか し、屠殺 以外 で出産 可能 なメス が148頭 、

6ヶ 月 の子 が182頭 、 去 勢オス17頭 が 死 亡 してい る。

　 このよ うな各 ブ リガー ダ別 の トナ カイ の状況調 査の結果 に も とつ いて、 ソフホーズ長 が

毎年 の トナ カイ の屠 殺 頭数 を決 め る こ とにな って い る。1996年 は1,200頭 、1997年 は 約

1,100頭 で あ る。1997年 の 内訳は、NO.9が500頭 、　NO.1が103頭 、　NO.2が200頭 、　NO.

3が202頭 、NO.5が100頭 となってい る。　NO.8とNO.10は 、0で ある。

　村で の トナカイ の屠殺 は、 キ ャンプで実施 され る もの とは大 き く異 な る。屠殺 された ト

ナ カイの保 存 を考慮 して、11月15日 ～20日 頃 の寒 い 日に、村 の近辺 で、12ボ ル トの電気

シ ョックを使 って トナカイ が次々 に殺 され る。

　 ソフホーズに集 め られ た 肉は、村人 の食糧 や学校 ・寄宿舎 で消費 され る分 とぺベ ックの

ソフホー ズ事務所 に渡 され るもの とに分 け られ る。村で の肉の価 格 は、 トナカイ 生産 に関

わ る人 は1kg当 た り15,000ル ー ブル(約300円)、 その他 の人 は30,000ル ー ブル(約600円)

で 販売 され る。 トナ カイ1頭 は50～70kgの 肉 を持つ の で、1頭 あた り1,500,000ル ー ブル

(約30,000円)か ら2,100,000ル ー ブル(約42,000円)で 取 引 され る こ とにな る。 なお 、

2～3年 前 には袋角 を販 売 した が、現在 で はや って いな い。皮 の一部 をチ ュクチ が も ら

い、残 りは捨 て られ る。

　以上 の よ うに、 トナカイ群 の構成 や その頭数 の変化 に応 じて,ソ フホーズ では毎 年何頭

の トナ カイ を殺す こ とが よい のか とい う経 営戦 略をたて てい るこ とがわか る。

2)ト ナ カイ牧畜 の国家管理 と牧夫 の給料

　 この村 には、南北 に約240km、 東 西に約200kmの 農 場が広 が ってい るが、 トナ カイ 牧畜 は

農 場内で実施 されて きた。

　 村 人 と各 トナ カイ キ ャ ンプの人 々 との あいだ は、 毎 日無線 で結 ばれて い る。1988年 に

は、10時30分 、13時 、19時30分 の3回 に わた った[NHK取 材 班 他1989:30]。1997年11

月 に は、10時30分 、14時 、19時 の3回 では あるが、天候 に よ り無線 が通 じない 日も多か っ

た(写 真8)。 な か で も、NO.2の キ ャ ンプで は、1997年10月 下 旬 の筆者 の滞 在 時 には、
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写真8　 村の ソフホーズ事務所にて、ツン ドラで生活する姉に無線

　　　連絡をするチュクチの女性。

無線機 のマイ ク ロホ ンが こわれ てい たので、 まった く外部 か ら連絡が できない状態 であ っ

た。 これ らか ら、屠 殺 した トナカイ の金額 や雑貨屋 での前借 り金 が差 し引かれ、 トナカイ

を失 った ときに は罰 金 が支払 われ る。 また、1ヵ 月 当た りの集合住 宅 の家賃 も、600,000

ル ー ブル(約12,000円)、 年 金生活者 と3人 以 上の子供 がい る場合 は300,000ル ー ブル(約

6,000円)が 差 し引かれ る。

　 夏 の トナカイ放牧 は、 円錐型 ハ ッ トの建 て られ るキ ャンプ地 か ら離れ て トナカイ ととも

に移動す る。そ の際に、 ソフホーズ所有 の万能走行 車がつい てい き、彼 らの食料やテ ン ト

が運 ばれ る。 また 医者 が各 々の ブ リガー ダ をヘ リコプター で まわ って 、結核 を診 断す る

サー ヴィスが1996年9月12日 に あ った が、1997年 に はま った く実施 され ていない。

　 ソフホーズの会 計係が、 日曜 日を休 日とみな して月当た り27日 間 の労働 として、 きめ細

か く給料 の金額 を計 算 してい る(写 真9)。 例 えば 、同 じブ リガー ダ長 であ って も、最 も

多 くの トナ カイ を放牧 す るNO.9の 長 は3,100,000ル ー ブル(約62,000円)と ツ ン ドラ在

住者 のな かで給与 は高 く、NO.2の 長 は2,500,000ル ー ブル(約50,000円)と 安 くな って

い る。 トナ カイ の 見 張 りで あ る若 者 は 、1,500,000ル ー ブ ル(約30,000円)で あ る。

リュー ダは、料理代 として780,000ル ー ブル(約15,000円)を 得 る。Aは 、給与 が540,000

ル ー ブル 、地 区手 当が540,000ル ー ブル 、 北方 手 当 が540,000ル ー ブ ル で合 計1,620,000

ル ー ブル(約32,000円)と な る。 この よ うに、 トナ カイ の頭数 な どに よって金 額 にば らつ

きが見 られ る。

　 以上 の よ うに、牧 夫 は村 人 との無線 連絡 がで き、毎年屠 殺 され る トナカイ 数 が決 め ら

れ 、給与 が支 払われ てい る。
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写真9　 村のソフホーズ事務所にて、牧夫の給与を計算するロシア

　　　人の女性。机の上のノー トには、個人別の給与の金額、 トナ

　　　カイ肉を利用 したことで差 し引かれる金額が記 されている。

5.放 牧テ リ トリーの変化 とチュクチの主体的対応

(1)放 牧 地 の再編(1968-1997年)と そ の要因

　放牧 テ リ トリー は、各 ブ リガー ダ別 の放牧地 が社会慣行 として決 まってい る状 態 と定義

され る。 まず、1957年 に ソフホーズ がつ く られ た時点 でブ リガー ダが生 まれ 、 ソフホー ズ

に よって各ブ リガーダ別 の放 牧地 が線 引 きされ た と推察 され る。 しか し、そ の範 囲 を確 定

で きる資料 は残 っていない。

　図8は 、1968年 の 農場 内の放 牧テ リ トリー を示 す。農場 内の各 々のブ リガー ダは、 ソフ

ホーズ事務 所 によって、12に 区 割 りされ てい た。その 多 くが村 に向けての細長 い長 方形 で

あるのは、 トナ カイ の屠殺 の時 に村 の近 くまで トナカイ を放 牧で きる よ うに配慮 されて い

るた め と考 え られ る。 また、NO.2、 　NO.3、NO.4、 　NO.5の 放 牧 地の一 部は 、農場 の

領域 を越 えてい るのがわ かる。 さ らに、当時NO.1に4ヵ 所、　NO.2に3ヵ 所 、　NO.3に

2ヵ 所 、NO.4に3ヵ 所 、　NO.5に2ヵ 所 、　NO.6に4ヵ 所 、　NO.7に5ヵ 所 、　NO.8に

4ヵ 所 、NO.9に4ヵ 所 、　NO.10に5ヵ 所 、　NO.11に3ヵ 所 、　NO.12に3ヵ 所 の合 計 で

42ヵ 所 の狩 小屋 がつ く られ ていた。

　 その一 方で 、図9は 、1997年 に お ける放牧 テ リ トリー を示す 。 この時 点で は、各 ブ リ

ガー ダの放 牧地 は、長 方形 の よ うに規則 的な形 を して いない。 これ は、1968年 の それ とは

異 な り、 ソフホー ズが上 か ら区割 りした もの ではな く、現 場の牧夫 が 自 ら創造 した領域 で

あるこ とを示 してい る。 このなかで は、NO.5、 　NO.9の 放 牧地 が、完 全に農場 の範囲 を

21



池谷　 シベ リア北東部におけ るチ ュクチ の トナカイ牧畜 と放牧テ リトリー

農場の境界

放牧地の境界

狩猟用の小屋

図8　 1968年 に おけ る レ トクーチ 国営農 場内 のブ リガー ダの区分

　　　 レトクーチ村の村役場におかれていたブリガーダ区分図を筆者が写したもの。

　　　 なお、ブリガーダ1、8、11の 狩小屋の位置は、1、2、1ヵ 所つつ不明である。

越 えて隣の農場 の領域 を 占有 してい る点 が注 目され る。NO.2が 、 レ トー川 、 オム ロイカ

イ川 、プチ ェエル川 の流 域 を占有 す るこ とは、前章 で述べて い る。NO.5は 、2m以 上 の

樹 高の ある木 が 自生 してい るので、 レス ノイ(森 があ るこ とを意 味す る)と も呼ばれ る。

さ らに、NO.4(図9中 にはない)とNO.6とNO.7が 、 近年 に なって消失 して いる点 も

注 目され る。 なお、 この時点で は、獲 物が枯渇 したた めか狩 小屋がみ られない 。

　以 上の よ うに、2つ の年 代の放牧 テ リ トリー を比較す る と、各 々のブ リガー ダの放牧地

の変化 を指摘 で き る。 これ らの変 化 は、次 の よ うな理 由に よってい る。 まず 、1969年 か

1971-72年 の落 雷に よるツ ン ドラでの火 災 によって トナ カイ の餌 となる トナ カイ ゴケが な

くなった。そ の結果 、ブ リガー ダの放牧地 は、各 ブ リガー ダの 自主性 にゆだね られ 、NO.

5、NO.7、 　NO.9は 、 隣 接す る農場 の領 域 内 を 占有 す る よ うにな っ てい る。 例 えば 、

NO.9は ア ナ デ ィル川 の上流部 の ウズベ ク地 区や シュ ミッ ト地 区の一部 を、　NO.5、7は

コ リマ川の支流 の上流部 を 占有 している(図9)。

　 NO.7の 移 動 に関 して は、別 の理 由も挙 げ られ てい る。　NO.7は 、 現在 のNO.2の あ た

りを 占拠 していた が、現在 のNO.5の 近 くに移 って いった。 これ は、そ の冬 に、雨で雪 が

解 けて氷が張 り、草 を食べ られ な くなって、多 くの トナ カイが死亡 した こ とによ る(1930

年 生 、67歳 、 レク リン　 ボ リス談)。 そ の後 、1995年 頃 にNO.7は 年 長者 の死 亡 に よる牧
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農場の境界

放牧地の境界

1990年 代に消失した ブリガーダ

図9　 1997年 における各ブ リガーダの放牧地

　　　聞きとり調査による

夫の数の減少や トナカイ数の減少にともなって、NO.5の なかに含まれることになる。

　次に、1994年 にはNO.4が 消失する。 これは、同年の12月28日 の昼 ごろに、群よりも数

の多い野生 トナカイがや ってきて、NO.4の すべての トナカイが逃げて しまったことによ

る。その時には、群はキャンプから5～6km離 れた所にいて、現在、　NO.2に いる トー

ノーが1人 で監視 していた。 しか し、彼 が食事 のためにキャンプに戻ってい る間に、

1,200頭 の トナカイが1頭 もいなくなった。 この結果、1995年 に、NO.4の2家 族がNO.

2へ 移籍 した。これには、 トーノーが含まれている。彼は、NO.4とNO.2の 地形などが

似ていることか ら、NO.2の ブリガーダ長のCに 移籍を望んでいることを伝えて、それが

実現 したものである。なお、NO.6の 消失の時期は1992年 以前 とい うが、その原因は明 ら

かではない。

　以上のことから、1968年 か ら1997年 にかけて、各ブ リガーダ別の放牧地が大きく変化 し

てきたこと、その要因としてツンドラでの火災や野生 トナカイによる家畜 トナカイの逃亡

などが挙げられ ることが明 らかになった。

(2)ブ リガーダ構成員の増加一ブリガーダNO.9の 事例一

　近年の トナカイ牧畜をめぐる新 しい現象 として、ブ リガーダの構成員数の増加を取 り上
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げ る。

　 1988年4月 に は、4家 族 で12人 が4,000頭 の トナ カイ を飼養 してい た[NHK取 材 班 他

1989:18]。 具 体 的 には、 ブ リガー ダ長 ブ ブカイ とその妻 、 ノー チ ン とそ の妻、 コ リヤー

クの人 、そ して グル ゴー トセイ フンの4家 族で ある。

　 そ の後 、1997年11月 現 在 、約10家 族 で29人 が4,199頭 の トナカイ を飼養 して い る(表3

参 照)。 この 中 には、1988年 に 滞在 してい た人 がす べ て含 まれ 、 コ リヤー クが2名 、 エ

ヴ ェンが1名 い る。 これか ら、約10年 間 に トナカイ頭数 は変化 していない が、ブ リガ ーダ

の構 成員数 が大幅 に増加 した こ とがわ かる。

表3　 ブ リガーダNO.9の 成 員

名 前 出生年　性別 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

ブブ カイ

ア ロー シ ヤ

2

ビ ター リック

ア レック

アル トール

グルゴー トセイフン

ノーチ ンユー ラ

1939

1975

1976

1979

1940

1973

1976

2

?

1975

?

1960

1937

1943

1947

1971

1976

1995

1995

1977

?

1975

1971

2

1952

1952

1963

1974

1969

男

男

女

男
女

男

女
女

女

男
女

男

男

女

男
女

?
2

女

女

男

男

女

男

女

男

女

男

ブ リガーダ長

1の 子供

2の 妻

1の 子供

5の 子供

6の 妻

6の 子供

6の 子供

5の 子供

11の 子 供

コ リヤー ク

コ リヤー ク

14の 妻

14の 子 供

17の子供(双 子),父 は不明

17の子供(双 子),父 は不明

20の 子供,父 は不明

妹 は、 ウズベ クへ嫁 に行 く

23の 妻,ウ ズベ クか ら

シュ ミッ トか ら

ウズベ クか ら

シュ ミッ トか ら,独 身。

シュ ミッ トか ら,父 親 は15の 兄 弟

1988年 に はブ リガー ダNo.1に い た

出生年は、ソフホーズ事務所の資料による。

その他は聞き取り調査による。
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　 これは、前節で述べたように、近年になって、農場の境界を越えて放牧地 を展開した結

果、放牧中に隣接の放牧集団 と出会 うことも多 くな り、その間でのチュクチ同志の通婚が

お こなわれた結果である。例えば、地区は異なるが近隣の農場であるシュミッ トから移住

者が3名(表5中 の25、27、28)、 ウズベクか ら移住者が2名(表5中 の24、26)い る。

例 えば、1993年 冬に、ブブカイの知人がシュミット地区か ら移 り住んできた。その一方

で、この集団からシュミットへ養子に行った人もいる。また、集団内での若者 同志の婚姻

や未婚の母が生まれた結果、数名の乳飲み子がいる。

　以上のような農場を越えての婚姻は、火災による植生変化などにより農場の境界を完全

に越えてまで放牧地を変えてきたことが一つの原因となって、 トナカイ牧畜の維持のため

にチュクチが主体的につ くりだ した戦略 とみなすことができる。この点では、チュクチの

牧畜は旧ソ連の崩壊による影響を受けていないのである。

6.ソ 連崩壊後の トナカイ牧畜の3つ の適応型 とその違いの要因

　 この報告では、中心村落(村)、 トナカイキャンプ、農場経営の3つ の視点から、ツン

ドラの自然 とトナカイ牧畜 とのかかわ りあいを明 らかにすることを 目的とした。その結

果、以下の4点 が明 らかになった。

(1)中 心村落には、日本の公務員住宅 と変わ りのない施設や集合住宅が整ってお り、ツン

ドラでの トナカイ牧畜に従事する人 も村内に部屋を借 りている。ここではチュクチが全人

口の65%を 占め、ロシア人 らと混住 している。就業状況では、 ソフホーズや村役場の多く

の仕事はロシア人 らが占め、多 くのチュクチは トナカイ牧畜に関与するとい う違いが明瞭

であった。

(2)ト ナカイキャンプは、親族関係 を中心に構成されている。また、他のキャンプから

の移籍者があることか ら、集団 としては離合集散の性質を持つ。年齢構成は、中心村落の

学校に通っているために10代 の若者は皆無であるが、20代 、30代 の青年はみ られ る。

　キャンプの移動形態は、夏 とそ りの使用できる冬では異なる。夏では、 トナカイを放牧

するキャンプとトナカイ皮を加工するキャンプに分かれて、前者は万能走行車 とともに移

動を繰 り返すが、後者はまった く移動 しない。冬は、スノーモー ビルか トナカイぞ りを

使って、すべての成員が1～2週 間に1度 の割合で移動す る。移動ルー トはほぼ決まって

いて、夏は川の中 ・上流で、冬は海岸の近 くに向か う。

　 トナカイの管理では、一 日中牧夫がつきっき りである。牧夫は、1日 に2人 が交代で従

事する。放牧には夏には犬を使 うが、冬は使わない。牧夫はオオカミよけのために銃を持

ち、 トナカイ群の誘導には口笛やかけ声が使われ る。

(3)農 場経営では、 ソフホーズ事務所が トナカイ群の構成や頭数を調べ ることを通 して、

トナカイ牧畜の動向を管理 している。牧夫は村人との無線連絡ができ、毎年屠殺 される ト
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ナカイ頭数が決められ、給与が支払われている。このため、儀礼に使用される トナカイや

自家食糧 とする トナカイの代金は、給与から差し引かれるシステムになっている。

(4)放 牧テ リトリーの変化やキャンプの構成員の増加のなかに、チュクチの主体的対応

がみられた。また、放牧地の変化の要因としては、ツンドラでの火災や野生 トナカイの存

在が挙げ られ、近隣の農場の領域への放牧地の変化にともない近隣のチュクチ との婚姻が

生まれていることが明らかになった。

　以上の事例から、チュクチの トナカイ牧畜は、旧ソ連の崩壊後もソフホーズが維持され

てお り、生産遊牧であると同時にかつての遊牧形態をも反映している。筆者は、これを第

1の タイプ として 「牧畜型」 と呼ぶ。このタイプには、コリヤークが含まれる。

　例えば、コリヤーク自治管区ペ ンジナ地区のスラウ トノイエを調査 した大島は、1996年

の人 口670名 の うちコリヤークは362名 で、 トナカイ遊牧を生業に しているとい う。それぞ

れ男性の牧夫6名 と女性2～3名 か らなる5つ のブ リガーダがあ り、男性1名 につき50頭

までの トナカイ所有が許 されている[大 島1998:123]。 ここでは、ブリガータが維持 され

ている点ではチュクチ と同様であるが、個人所有の トナカイがみられる点で異なっている。

　第2の タイプは、生産遊牧 を中心 とす る 「飼育型」 を示す。これには、 ウイル タとエ

ヴェンが含まれる。ウイルタでは、現在のソフホーズでは、15名 の男性の牧夫により、女

性 は村住みである[KwoN　 1993]。 エヴェンでは、655人 のうち101人 が牧夫である。82人

の男性 のうち未婚は37人 である。女性は19人 いる。朝5時 か ら夜9時 すぎまで牧夫は働

く。中心村落か ら80～320km離 れた所に、6～7人 の牧夫が放牧隊をつ くる放牧キャンプ

が点在す る。そ こには、農 場 に雇用 された2人 の女性 の料理人 がつ く[VITEBSKY

1989]。 また、これ らは青年男子を中心とする牧夫 による職業的な牧畜 と呼ばれているが、

個人的所有 トナカイの耳印を共有する集団を潜在的に形成 したり、搾乳メスを個人的所有

トナカイのなかに生産させ るこ とで効果的に家畜を増や していた ことが指摘 されている

[高倉1998:37-38]。 そ して、1993年 にソフホーズ ・システムが解体 している。

　第3の タイプは、ブ リガーダは健在 であるが、個人所有 トナカイの占める割合の多い

「遊牧型」を示す。ネネツでは、個人所有の トナカイが全 トナカイの半数を占め、ソフ

ホーズの牧地 とは別に私有 トナカイの放牧地があるとい う。そ して、 トナカイ飼養の委託

もみ られる[吉 田1998]。 また、ヤマル半島に暮 らすネネツでは、12～50人 余 りの規模の

遊牧集 団であるブ リガーダが50も ある[MoNTAIGNE　 1998:160]。

　以上の3つ のタイプを比較することか ら、現代のチュクチの牧畜は、ウイルタやエヴェン

のそれ と比べて次のよ うな特徴が見いだせる。第一に、チュクチは、半定住生活の歴史が

ウイルタやエヴェンより浅いことから、また、ツン ドラに適応 した トナカイの多頭飼育者

であったことから、現代のチュクチには、「伝統的」なツンドラの牧畜形態が色濃 く残っ

ていた。つま り、ゆるやかにソフホーズ化 していったために、家族群 としてのキャンプが

根強く残っている。そ して、村 とキャンプとの組み合わせによって現代的な適応 をしてい
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る。第2に 、このことは、ウイルタやエヴェンのような生産遊牧ではな く、国家に管理 さ

れてはいるがチュクチの自主的対応を持つ牧畜形態である。これは、放牧テ リ トリーの再

編や近隣の農場に属する人 との婚姻や移aの なかにあらわれていた。次に、チュクチ とコ

リヤークやネネツを比較すると、 トナカイの私有化のすすんでいるネネツや コリヤーク、

牽引用の トナカイを除いて国有化が根強く続 くチュクチとの違いを見いだせる。

　 これ らの違いを生み出 した要因は、ソフホーズ化する前の トナカイ飼養のあ り方が関与

していると考えている。もともとトナカイ飼養頭数が少なく、 トナカイ飼養が生業の中心

ではなかったツングース系のウイルタやエヴェンでは、国家の多頭化政策のもとで 「飼育

型」にならざるえなかった。 しか し、もともとトナカイ飼養が生業の中心であったネネツ

やチュクチでは、かつての トナカイの世帯別所有頭数に格差があったとはいえ、家族形態

を維持 しながらソフホーズ化に対応できたものであると考えられる。

　チュクチは、旧ソ連の崩壊においても、ソフホーズのもとでの トナカイ牧畜を維持 して

きた。彼 らの牧畜は、屠殺頭数などで国家に管理 されていると同時に、放牧テ リトリーの

再編や近隣のチュクチの集団との婚姻などを通 して、主体的対応をしてきた と結論づ けら

れ る。現在、NO.9を 中心 としたブ リガーダの人々は、会社組織への移行を主張 している

が、村のソフホーズ事務所か ら強い反対を受けている。村内のロシア人の人口がます ます

減少しているなかで、チュクチ 自らの手による トナカイ牧畜を成立させることができるの

か否か、今後の動向が注 目される。
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注

1)筆 者は、"牧 畜民 と国家 とのかかわ りあい"と い うテーマのもとで、アフリカにおけ

　るソマ リのラクダ牧畜やフルベのウシ牧畜 との比較を念頭におき トナカイ牧畜 とい う言

　葉を使用する。 しか し、エヴェンでは トナカイ飼育[高 倉1998]、 ネネツでは遊牧[吉

　田1998]が 使われている。これ らは、シベ リアの3つ の地域での牧畜形態の違いや研

　究者による問題意識の違いが、用語の違いにあ らわれていると思われる。
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2)本 稿で対象 とするレトクーチ村に関しては、ブ リガーダNO.9の 生活についての2つ

　の報告がある。両者 とも約1週 間の現地調査 とい う共通性はあるが、1988年4月 のソフ

　ホーズ内の遊牧民支配の管理システム[NHK取 材班1989]や1991年2月 の トナカイ と

　人 との関係[大 島1993]が 明 らかにされてい る。また、1991年 のチ ュクチの民族音楽

　の調査[谷 本1992]や チュクチの民話やチュクチ語の調査[呉 人1997,1998]が 報告

　 されている。

3)ヤ ノラナイでは、1992年 に5つ の トナカイ群がいたが、1995年 には2つ の群れに減少

　 している[呉 人、私信]。 そ して、1997年10月 現在、2家 族 と2人 の青年が飼育す る

　2,600頭 の トナカイ群のみになっている。その結果、ヤノラナイは役場 もなくな り、ペ

　ベ ック市に統合 された。また、アイオンには、3つ のブリガーダがあ り、3つ の トナカ

　イ群がある。なお、1995年11月 に、村内にあるロシア科学アカデ ミー鳥類研究所の建物

　は、ペベ ックにある暖房関係の会社に売却された。

4)ソ フホーズで所有する万能走行車(ヴ ェズジェホー ト)は 、故障中が多く作動できる

　のは1台 のみである。 また、 ソフホーズでは、村内で数頭 の牛やブタを飼 っている。

　 19の 生乳は、15,000ル ーブル(約300円)で 販売 されている。

5)ロ シア人の レーナさんは村に11年 住むが、1998年4月 に子供 とともに村か ら出る予定

　であるとい う。夫は村の発電所に勤めていたが、それ をやめて中国との国境の近 くで、

　軍の船の作業員 として仕事についている。

6)村 の郵便局で働いているチュクチの女性が、1997年7月1日 から約1ヵ 月間、有給休

　暇をとり、モスクワやサ ンクトペテルスブルクに観光に行っている。これには、交通費

　や滞在費 を含 めて15,000,000ル ーブル(約300,000円)が 支払われている。ちなみに、

　彼女の月当た りの給与は、500,000ル ーブル(約10,000円)で ある。

7)村 の文化庁で2年 間働 く男性の給与は、1,000,000ル ーブル(約20,000円)で ある。

8)1988年 において、寄宿学校では生徒の半分がチュクチの子供であった[NHK取 材班

　他1989:16]。

9)1924年 に、極北諸民族に対す る援助の中央機関として、全露中央執行委員会に付属す

　る北部辺境諸民族援助委員会(略 して、北方委員会)が 設置された。そこでは、ボゴラ

　スやシュテル ンベル クが指導的な役割をはたしたといわれる。文化基地は、北方委員会

　がシベ リアのもっとも僻遠の地に僻地住民への経済的、文化的サー ビスの施設 として、

　1927年 か ら1935年 にかけて組織 したものである[飯 田1989:163]。 また、1988年3月

　におけるぺベ ックの人 口は15,000人 を示 し、チュクチは1%ほ どであるとい う[NHK

　取材班他1989:10]。

10)地 衣類を飼料 とする トナカイの移牧が冬は南方の森林ツン ドラまで南下す るが、夏は

　ユー ラシア大陸の北縁の海岸部にまで達す る[牧 田1968:215]。 例えば、ヤマル半島

　に暮 らすネネツは、毎年春になると、冬を越 した針葉樹林帯北部の森をあとに して、
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　320km先 のヤマル半島のツン ドラ地帯へ移動す る。そこでは、 トナカイが出産をして、

　夏の放牧地 となる[MoNTAIGNE　 1998:160]。 しか し、本稿の調査地では、夏と冬の移

　動の方向が逆である。

11)1930年 代のチャウンチュクチは、1年 間に1家 族当た り50頭の トナカイを屠殺 してい

　たといわれ る[KRUPNIC　 1989:109]。 筆者は、 このチャウンチュクチが、本稿の対象

　集団の一部に対応 していると推定している。

12)今 回は予備調査であ り、 トナカイが採食す る地衣類の同定(冬 はハナゴケに限定 され

　る)や 採食物の季節変化(夏 はキノコや木の葉など多種類あり)、人が薪 として利用 し

　た後の植生の変化 に関しては、次回の調査課題 としたい。
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